
羽曳野市立高鷲中学校 

「羽曳野市情報活用能力体系表」を活用した「情報活用能力を問う問題」の作成 

1．情報活用能力を問う問題作成の目的 

 教師側が「情報活用能力とは何か？」を理解し、「どのような情報活用能力が備わってい

て、どのような情報活用能力に課題があるか」について振り返る機会を学期ごとに設けるこ

とで、子どもたちの実態に応じた授業改善につなげることを目的とする。 

２．実施について 

 

  (1) 実施時期   

各学期の期末テストにおいて、全教科で実施。 

  (2) 実施方法   

     各教科・各学年のテストで必ず 1 問「情報活用能力を問う問題」を出題。 

どのような情報活用能力を問う問題なのか、またその正答率はどの程度であっ 

たかを算出し、各教科での、それ以降の授業改善につなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※どのような情報活用 

能力を問う問題かに   

ついては羽曳野市情 

報活用能力体系表を 

活用して、どの項目 

にあたるかを入力す 

るようにしている。 

 



３．昨年度の問題例 

 

情報を比較分析等する問題 3 学期学年末テスト 

教科 理科 

学年 3 年 

【問題(問題文・グラフ・表・資料など全て)】 

睦月さんは、プラスチックでおもちゃをつくり、図１のラッコ型のおもちゃのよう 

に、水とベビーオイルの境目に浮かべようと考えた。おもちゃは、どのプラスチッ 

クを使って作ればよいと考えられるか。最も適しているものを次のア～エから選 

び、その理由を説明しなさい。ただし、水とベビーオイルの密度は、それぞれ 

1.00g/cm³、0.84g/cm³であり、おもちゃは１種類のプラスチックだけを使用し 

て内部にすき間が無いように作るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 プラスチックの種類 密度〔g/cm³〕 

ア 発砲ポリスチレン 約 0.10～0.11 

イ ポリエチレン 約 0.92～0.97 

ウ ポリスチレン 約 1.04～1.07 

エ ポリエチレンテレフタラート 約 1.34～1.39 

【模範解答】 

記号：イ 

説明：ポリエチレンは，ベビーオイルよりも密度が大きく，水よりも密度が小さいから。 

 

 

 

【この問題でどのような情報活用能力をみとっているのか】 

（羽曳野市情報活用能力体系表より最低 1 つの項目を上げて説明してください） 

 ８の（２）の問題では、二つの液体の層のうち、どちらが上になるかを調べるのが課題

である。 

ここにおいて、解決に必要な情報を集める能力が要求され、それらの情報から結論を導き

だす推測能力が必要とされる。 

 

 

 



情報を比較分析等する問題 3 学期学年末テスト 

教科 社会科 

学年 3 年 

【問題(問題文・グラフ・表・資料など全て)】 

７班は，日本の食料自給率を調べ，2020 年度の肉類の自給率（重量ベース）が 53％で

あることを知った。さらに，肉類の生産に欠かせない飼料について調べ，資料６，７を見

つけた。「日本の飼料の現状」について，資料６，７をふまえ，解答欄の書き出しに続け

て書きなさい。 

 

 

【模範解答】 

日本は，肉類の 53％を国内で自給している。しかし，肉類生産のための飼料は，粗飼料

よりも，濃厚飼料の占める割合が大きく，日本の濃厚飼料の自給率は，粗飼料とくらべて

非常に低いことから，日本の飼料は大部分を輸入に頼っているといえる。 

【この問題でどのような情報活用能力をみとっているのか】 

（羽曳野市情報活用能力体系表より最低 1 つの項目を上げて説明してください） 

２問題解決・探求における情報活用の方法の理解-①情報収集、整理、 分析、発信 

粗飼料と濃厚飼料の自給率と飼料供給割合の資料を適切に読みより、国内で使用してい

る飼料はほとんどを輸入でまかなっていることを適切に情報収集し整理できているか

を問うた問題である。 

また、国内の肉類の自給率は 53%であるが、これに活用されている飼料がほとんど輸入

に頼っていることから、国内で生産されている肉類に関しても、輸入に依存していること

を適切に分析できているかを問うている。 



 

情報を比較分析等する問題 3 学期学年末テスト 

教科 技術・家庭科 技術分野 

学年 第３学年 

【問題(問題文・グラフ・表・資料など全て)】 

 

 

 
【模範解答】 

(１) 合金 

(２) ① 分岐処理  ② イ 

【この問題でどのような情報活用能力をみとっているのか】 

（羽曳野市情報活用能力体系表より最低 1 つの項目を上げて説明してください） 

・意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係や、比較や分類、関係づけなど情報を整理する方法 

→意見や説明の情報を整理させ、比較し関係づける能力をみとっている。  …(1) 

・問題発見・解決のための安全・適切なプログラムの作成、動作の確認と及びデバッグ(誤り)など 

→問題解決のために必要なプログラムの動作の確認やデバッグの能力をみとっている。  …(2)①② 

 

 


